
第
10
回
中
国
百
科
検
定
試
験
は
、

11
月
27
日
３
時
か
ら
大
阪
府
社
会
福

祉
会
館
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
全
国
で

２
１
２
名
、
大
阪
会
場
は
27
名
が
受

験
し
ま
す
。

「
地
理
、
歴
史
、
文
化
、
経
済
産

業
」
の
４
領
域
対
策
講
座
と
「
３
級

お
よ
び
１
級
向
け
」
対
策
講
座
が
６

日
間
、
の
べ
46
人
の
参
加
を
え
て
実

施
さ
れ
、
試
験
日
に
向
け
て
受
験
準

備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

府
連
百
科
検
定
委
員
会
は
、
こ
の

間
実
施
で
き
な
か
っ
た
「
政
治
と
法
」

の
講
座
、
お
よ
び
２
名
が
受
験
さ
れ

る
予
定
の
「
初
級
試
験
」
講
座
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

開
催
日：

11
月
21
日
（
日
）

府
連
教
室
２
０
５
号
室

（
１
）
「
初
級
対
策
講
座
」

１
時
か
ら

講
師

山
本
恒
人

初
級
は
準
備
不
要
の
試
験
で
す
が

そ
れ
で
も
初
め
て
受
験
と
な
る
と
な

ん
と
な
く
不
安
に
な
る
も
の
で
す
。

過
去
の
問
題
を
整
理
し
な
が
ら

「
絶
対
合
格
」
の
自
信
を
も
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（
２
）
「
政
治
と
法
講
座
」

（
３
級
～
１
級
）
３
時
か
ら
５
時

講
師

山
本
恒
人

テ
キ
ス
ト：

①
高
見
澤
麿
（
公
式

テ
キ
ス
ト
執
筆
者
）
「
ズ
ー
ム
講
座
」

②
山
本
恒
人
「
政
治
と
法
早
わ
か

り
」

（
パ
ワ
ポ
イ
ン
ト
使
用
）
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第
10
回
中
国
百
科
検
定
試
験
対
策

直
前
初
級
・
政
治
と
法
講
座
の
ご
案
内

大
阪
府
連
で
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー

３
０
０
本
を
普
及
目
標
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
独
自
の
「
名

前
入
れ
」
の
大
阪
西
支
部
、
守

口
太
極
拳
教
室
、
東
大
阪
支
部
、

堺
支
部
、
城
北
支
部
、
吹
田
支

部
か
ら
も
注
文
が
あ
り
ま
し
た
。

新
聞
広
告
を
見
て
、
常
連
の

方
か
ら
の
注
文
も
届
い
て
い
ま

す
。
22
年
１
月
の
写
真
は
、
小

西
庫
一
さ
ん
（
吹
田
市
在
住
）

『
松
賛
寺
』
の
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

１
部
１
２
０
０
円
で
す
。

ご
注
文
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
郵
送
料
３
５
０
円
）

カ
レ
ン
ダ
ー
普
及
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

11
月
６
日
全
国
支
部
長
・
事
務

局
長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
大
阪

府
連
か
ら
西
支
部
、
中
河
内
支
部
、

城
北
支
部
、
府
連
役
員
、
全
国
か

ら
90
名
近
く
参
加
し
、
山
本
府
連

副
会
長
の
司
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
13
日
と
21
日
に
開
催

し
ま
す
。

「
中
国
の
近
現
代
史
を
学
び
現
在

の
中
国
の
問
題
点
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
井
上
久
士
会
長
が
講
演
、

中
国
に
つ
い
て
認
識
を
で
き
る
だ

け
共
有
化
し
、
協
会
の
活
動
に
確

信
を
持
つ
こ
と
や
、
偏
見
・
先
入

観
・
敵
意
を
も
っ
て
い
て
は
友
好

関
係
は
築
け
な
い
、
日
本
と
中
国

は
引
っ
越
す
こ
と
の
で
き
な
い
隣

国
な
ど
話
さ
れ
、

①

中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

大
国
主
義
の
関
係

②

中
国
の
民

主
主
義
・
自
由
・
人
権

➂

台
湾

問
題
に
つ
い
て

④

習
近
平
政
権

と
こ
れ
か
ら
の
中
国
を
テ
ー
マ
に

詳
し
く
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
支
部
長
・
事
務
局
長
研
修
会
開
く

中
国
の
近
現
代
史
と
現
在
の
問
題
を
考
え
る

西
支
部
主
催
の
き
り
え
で
創
る

干
支
き
り
え
講
習
会
は
、
12
月
５

日
２
時
か
ら
、
日
中
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
す
。

講
師
は
近
藤
好
幸
さ
ん
、

会
費
は
材
料
代
を
含
め
、

１
０
０
０
円
で
す
。

干
支
き
り
え
講
習

11
月
７
日
総
会
以
後
初
の
西
支

部
役
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
団
扇
き

り
え
講
習
会
や
百
科

検
定
対
策
講
座
、
カ

レ
ン
ダ
ー
を
通
じ
て

中
国
を
学
ぶ
学
習
会
、

１
１
０
期
太
極
拳
講

習
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
陳
式
練
習
会
も

第
２
期
が
始
ま
り
、

創
立
70
周
年
記
念
事

業
募
金
や
府
連
へ
の

カ
ン
パ
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。

第
２
弾
の
日
中
カ

レ
ン
ダ
ー
を
通
じ
て

中
国
を
巡
る
学
習
会

は
、
10
月
17
日
府
連
教
室
で
行
い

ま
し
た
。
中
国
を
巡
る
学
習
会
は

日
中
カ
レ
ン
ダ
ー
の

写
真
を
見
な
が
ら
、

中
国
各
地
の
地
理
や

歴
史
を
学
び
ま
す
。

講
師
は
前
回
に
引
き

続
き
、
中
国
百
科
検

定
試
験
特
級
の
井
上

正
道
さ
ん
が
担
当
し

ま
し
た
。

中
国
を
知
る
学
習

会
は
地
理
・
民
族
・

歴
史
・
世
界
遺
産
等

を
学
べ
、
観
光
気
分

で
中
国
の
知
識
を
身

に
つ
け
る
学
習
会
で

す
。

西
支
部

役
員
会
や

カ
レ
ン
ダ
ー
学
習
会

お薬の神・炎帝神農の「少彦名神社」
古代中国の伝承に登場する三皇五帝の一人。

人々に医療と農耕の術を教えたとされています。

１１月２２日（月）「神嘗祭」

１０時地下鉄「北浜駅」⑥番出口改札

参加費 ：無料（参加連絡は事務局まで）

＜主催＞大阪府連女性部

９
月
に
署
名
用
紙
を
大
阪
府
連

組
織
人
員
に
対
し
て
、
様
々
な
方

法
に
て
配
布
を
行
な
い
ま
し
た
。

10
月
９
日
に
は
２
世
関
係
者
の

方
々
、
ズ
ー
ム
参
加
者
も
含
め
て

17
名
の
協
力
を
得
ま
し
て
、
懇
談

会
を
す
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。

２
世
の
皆
さ
ま
の
お
声
を
直
接

聞
き
勉
強
に
な
る
と
同
時
に
、
署

名
用
紙
に
詠
っ
て
あ
る
３
点
、
①

生
活
水
準
を
下
げ
な
い
、
②
医
療

通
訳
が
必
要
で
あ
る
、
➂
中
国
訪

問
２
週
間
期
限
を
延
長
し
て
欲
し

い
、
と
の
要
望
が
皆
さ
ん
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
要
望
は
こ
の
署
名
用

紙
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

お
互
い
こ
の
署
名
を
大
い
に
推
進

す
る
こ
と
で
一
致
し
、
参
加
し
た

府
連
役
員
な
ど
５
名
も
、
大
い
に

元
気
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
事
務
所
に
は
７
０
０
余
名

の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
各

支
部
に
問
い
合
せ
て
み
る
と
。
ま

だ
手
持
ち
が
あ
る
と
の
こ
と
、
推

計
で
は
１
０
０
０
名
を
超
え
て
い

ま
す
、
中
に
は
わ
ざ
わ
ざ
福
島
県

か
ら
３
桁
の
署
名
を
持
っ
て
来
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
報
告
も

あ
り
ま
す
。

10
月
に
は
毎
週
４
回
の
学
習
会

も
行
な
い
ま
し
た
、
こ
の
勢
い
で

さ
ら
な
る
高
い
峰
に
向
か
っ
て
前

進
し
、
要
望
実
現
を
現
実
の
も
の

に
し
て
い
く
思
い
で
す
。

（
平
松
悦
雄
）

中
国
帰
国
者
（
残
留
孤
児
・
婦
人
）

２
世
支
援

署
名
の
取
り
組
み
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七
つ
の
サ
ー
ク
ル
・
グ
ル
ー
プ

と
個
人
で
創
作
し
て
い
る
51
人
の

作
者
、
そ
れ
ぞ
れ
一
点

ず
つ
で
飾
っ
た
今
年
の

第
44
回
展
で
す
。
会
場

が
谷
町
９
丁
目
の
ホ
ル

ベ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ

と
変
わ
っ
て
少
し
狭
く

な
っ
た
も
の
の
充
実
し

た
き
り
え
展
と
な
り
ま

し
た
。

黒
い
紙
を
切
り
抜
い

て
、
和
紙
や
洋
紙
の
カ

ラ
ー
で
彩
色
す
る
も
の

で
、
一
人
一
人
の
表
現

に
は
い
ろ
ん
な
工
夫
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

外
国
旅
行
で
の
主
題
や
日
本
の
風

景
、
雪
の
季
節
や
水
辺
を
描
い
た

も
の
な
ど
、
表
現
の

可
能
性
を
追
求
し
ょ

う
と
の
努
力
が
見
え

て
き
ま
す
。

来
場
者
の
あ
る
人

は
外
国
風
景
を
見
て
、

私
も
同
じ
所
へ
行
っ

て
い
る
と
ス
マ
ホ
で

そ
の
写
真
を
見
せ
る

人
も
あ
り
ま
し
た
。

人
物
画
や
花
を
描
い

た
も
の
、
又
抽
象
的

な
表
現
と
多
彩
で
楽

し
い
も
の
で
す
。

（
前
田

尋
）

全
大
阪
き
り
え
美
術
展
開
く

表
現
の
可
能
性
を
追
求
し
た
作
品
を
展
示

10
月
17
日
（
日
）
午
前
、
北
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室
で
陳

式
簡
化
36
式
太
極
拳
第
２
期
講
習

会
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
岐
阜
か

ら
の
参
加
も
含
め
20
名

が
、
基
本
練
習
を
中
心

に
受
講
し
ま
し
た
。

恒
岡
老
師
が
強
調
さ

れ
た
の
は
「
ど
ん
な
ス

ポ
ー
ツ
や
武
術
一
般
で

も

①

ゆ
る
め
る
（
り

き
ま
な
い
）
・
・
放
松

②

身
体
の
軸
を
中
正
に
・
・

立
身
中
正

③

体
を
連

動
し
て
使
う
の
・
・
上

下
相
隋
、
一
動
全
動
、

手
眼
相
隋
の
３
つ
が
基

本
で
、
そ
の
中
で
も
ゆ

る
め
る
（
フ
ァ
ン
ソ
ン
）

が
一
番
難
し
そ
う
で
す
。
」

「
特
に
中
高
年
の
人
は
『
力
を
入

れ
て
動
か
す
こ
と
』
を
教
え
ら
れ

て
育
っ
た
世
代
な
の
で
大
変
で
す
。

そ
う
は
い
っ
て
も
太
極
拳
の
運

動
は
「
ね
じ
を
巻
く
・

緩
め
る
」
い
わ
ば

「
緊
張
と
リ
ラ
ッ
ク

ス
」
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
ゆ
る
め
て

い
た
ら
出
来
な
い
の

で
は
と
、
思
っ
て
い

る
人
が
い
ま
す
が
、

ゆ
る
め
る
と
、
完
全

脱
力
は
違
う
の
で
す
」

何
か
難
し
そ
う
か

な
？
ね
じ
を
巻
く
の

も
「
力
ん
で
い
て
は

巻
け
ま
せ
ん
」
あ
な

た
が
今
技
術
上
で
悩

ん
で
い
る
こ
と
は

「
ゆ
る
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
」

ほ
と
ん
ど
が
解
決
し
ま
す

原
理
や
法
則
も
自
分
で
体
現
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
こ
そ
わ
か
り

ま
す
。
極
意
は
身
体
の
中
に
あ
り

ま
す
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
講
習
会

11
月
23
日
（
祝
）
９
時

北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

講
師：

恒
岡
正
勝
老
師

陳
式
太
極
拳
講
習
会

第
２
期
ス
タ
ー
ト

ゆ
る
め
る
（
フ
ァ
ン
ソ
ン
）
が
一
番

10
月
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
ま
し
た
が
月
末
投
票
で
総
選
挙

が
入
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
支
部
と
し

て
の
行
事
は
取
り
組
め
ま
せ
ん
で
し

た
。帰

国
者
２
世
支
援
を
求
め
る
請
願

署
名
は
一
定
前
進
し
は
じ
め
ま
し
た
。

支
部
役
員
会
で
は
、
年
末
に
か
け
て

次
の
よ
う
な
行
事
を
計
画
し
ま
し
た
。

11
月
18
日
（
木
）
２
時
～

帰
国
者
２
世
支
援
学
習
会

（
講
師：

平
松
府
連
副
理
事
長
）

11
月
20
日
（
土
）
２
時
～

中
国
映
画
「
心
の
湯
」
鑑
賞
会

12
月
５
日
（
日
）
９
時
～

飛
鳥
ハ
イ
キ
ン
グ

12
月
11
日
（
土
）
５
時
半
～

支
部
望
年
会

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
ひ
と
つ
ひ

と
つ
成
功
さ
せ
、
そ
れ
を
通
し
て
新

し
い
仲
間
を
迎
え
よ
う
と
確
認
し
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
が
本
格
的
に
収
束
し

て
、
来
年
は
毎
月
何
ら
か
の
行
事
が

行
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

（
西
脇
義
彦
）

城
北
支
部
多
彩
な
行
事
を
企
画

映
画
鑑
賞
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

直
属
会
員
の
方
に
は
年
末
送
付

の
請
求
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

21
年
度
の
会
費
と
22
年
度
の
前

納
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

年
末
募
金
の
お
願
い

12
月
11
日
（
土
）
２
時
開
演

エ
ル
お
お
さ
か
・
南
館
５
階

資
料
代
１
０
０
０
円

「
南
京
の
記
憶
を
つ
な
ぐ
２
０
２

１
」
へ
の
参
加
を
よ
び
か
け
ま
す
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
「
東

京
裁
判
と
南
京
ー
大
き
な
溝
を
乗

り
越
え
る
」
（
50
分
）
２
０
１
５

年
上
海
外
語
チ
ャ
ン
ネ
ル
製
作
作

品
を
上
映
し
ま
す
。

「
揚
子
江
で
処
理
し
た
10
万
の

死
体
ー
太
田
寿
男
口
述
書
か
ら
」

松
岡
環
さ
ん
が
講
演
し
ま
す
。

主
催：

南
京
の
記
憶
を
つ
な
ぐ

２
０
２
１

東
京
裁
判
と
南
京

上
映
と
講
演
・
ト
ー
ク

１
．
10
月
の
支
部
役
員
会
で
行

事
計
画
を
提
案
、
ま
だ
室
内
は
無

理
な
の
で
外
な
ら
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
の
事
で
、
女
性
部
の
企

画
に
支
部
行
事
と
し
て
参
加
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

２
．
帰
国
者
２
世
の
生
活
支
援

求
め
る
署
名
で
す
が
、
現
在
目
標

６
０
０
名
の
半
分
に
到
達
、
達
成

め
ざ
し
て
奮
闘
中
で
す
。

３
．
役
員
の
中
に
文
化
人
が
多

い
の
で
、
尺
八
か
ら
始
ま
り
、
雲

南
省
の
パ
ー
ウ
と
い
う
笛
を
活
用

し
て
も
ら
お
う
と
持
参
、
音
が
出

な
い
な
ど
で
、
南
米
の
楽
器
ケ
ー

ナ
な
ら
音
が
出
る
と
、
支
部
長
手

作
り
の
ケ
ー
ナ
の
練
習
を
開
始
し

ま
し
た
。
楽
器
や
っ
て
い
る
知
人

を
さ
そ
う
約
束
も
で
き
支
部
発
展

に
結
び
つ
く
取
り
組
み
に
な
り
そ

う
で
す
。

（
栗
山
俊
子
）

中
河
内
支
部

楽
器
演
奏
を
企
画

帰
国
者
２
世
署
名
目
標
の
半
分
に

堺
支
部
は
12
月
９
日
に
堺
市

立
多
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
で
総
会

＆
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
公
開
講
座
は
浅
田
勝
美
支

部
長
が
、
山
東
省
・
煙
台
か
ら

の
映
像
報
告
「
そ
れ

で
も
若
者
た
ち
は
日

本
を
目
指
す
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
経
済
力

世
界
二
位
・
Ｉ
Ｔ
先

進
国
の
中
国
青
年
た

ち
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
す
。

富
田
林
支
部
準
備
会
は
11
月

20
日
に
準
備
会
を
行
な
い
、
11

月
23
日
に
千
早
赤
阪
村
村
民
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
昨
年
に
引
き
続

き
堺
支
部
合
同
の
「
わ
い
わ
い

テ
ニ
ス
」
を
開
催

し
ま
す
。
申
し
込

み
は
「
市
民
公
開

講
座
」
上
村
ま
で

上
は
日
本
を
テ
ー

マ
に
し
た
絵
の
コ
ン

ク
ー
ル
の
ク
ラ
ス
作

品
「
手
紙
」

12
月
に
堺
支
部
公
開
講
座

日
本
を
目
指
す
中
国
青
年
た
ち

10
月
21
日
か
ら
第
１
１
０
期

西
支
部
教
室
が
始
ま
り
、
簡
化

24
式
太
極
拳
の
基
本
動
作
を
中

心
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

会
場
は
北
ス
ポ
ー
ツ
、

11
月
18
日
（
木
）
、
11
月
23

日
（
木
）
、
12
月
２
日
（
木
）
、

12
月
９
日
（
木
）
、
12
月
16
日

（
木
）
、
12
月
23
日
（
木
）
、

１
月
は
新
春
太
極
拳
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

西
太
極
拳
教
室

中
国
残
留
日
本
人
へ
の

理
解
を
深
め
る
つ
ど
い

「
中
国
残
留
日
本
人
の

歴
史
を
辿
る
」

第
１
部
「
決
壊
～
祖
父
が
見
た
満

州
の
夢
～
（
信
越
放
送
制
作
）
」

第
２
部
講
演：

胡
桃
沢

伸

「
河
野
村
開
拓
団
と
私
」

11
月
20
日
（
土
）
１
時
か
ら

尼
崎
中
央
北
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー


